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1  は じ め に

ビッグベーラは乾草収納作業の省力化を目的に開発され

た機械であるが ,近年は半乾草をサイレージとして調製す

るためにも利用されている。

青森県におけるビッグベーラの普及は昭和52年 ころから

始まったが ,昭和57年までは数台にとどまっていた。その

後,昭和58年の異常気象をきっかけに牧草サイレージ調製用

として導入意欲が盛り上り,急激に台数が増加 しつ ある。

しかし,ビ ッグベーラ利用による牧草サイレージの調製法

は従来の方法とは種々の点で異なっており,必ずしも明確

にされていない。

このようなことから,ビ ッグベールサイレージ調製上の

諸問題を解決するため,その実態をコンパクトベールサイ

レージ調製主体農家や乾草調製主体農家との対比で調査し

た。

2調 査 方 法

(1)調査対象農家 : 北部上北酪農地帯における中核的
な酪農家のなかから,ビ ッグベールサイレージ (BS)主体

農家 2戸 ,コ ンパクトベールサイレージ (3S)調 製主体

農家 2戸 ,乾草 (H)調製主体農家 2戸を対象とした。
●)作業機械の稼動時間 : あらかじめ配布しておいた
作業日誌に毎日の作業の記帳を依頼 し,記帳もれについて

は後日間きとり調査をした。調査期間は消雪後の回場作業

開始日から最終収納日までとした。

0)生産粗飼料の収集と飼料分析 : 乾草及びサイレー
ジの牛護と給与に合わせて適時収集し,飼料成分とサイレ

ージの有機酸組成を常法により分析した。DCP,TDN
は日本標準飼料成分表の消化率を用いて算出した。

3 調査結果及び考察

(l)調査農家の経営規模

表 1に示すように,乳牛飼養頭数 (成牛換算 )及び飼料

畑面積はそれぞれBS農家575頭 ,255れα, CS農家 573

頭,219",H農家が238頭 ,111励 となっており,H農家
の経営規模が小さかった。このことは,経営規模が大きく

なると牧草の利用形態が天候に左右されやすい乾草主体で

は対応が困難になり,計画生産の容易なサイレージ利用に

移行せぎるを得ないことを示唆 している。所有農機具の取

得価格合計はBS農家2,213万円,次いでCS農家 1,894万円,
H農家678万円の順であったが,草地飼料畑 1"当 たりに換
算するとBS農家88万円,CS農家87万円,H農家62万円と
なり,BS農家とCS農家はほぼ同程度であった。なお,
BS農家ではビッグベーラとコンパクトベーラの両方を所
有していた。

表 1 調査農家の経営規模 (2戸平均 )
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(" トラクタの稼動時間と製品別作業時間
融雪の遅れに伴い,各農家とも 5月 上旬から作業を開始

し,おおむね10月 中旬に終了していたち この間の トラクタ

稼動時間はBS農家で6950時間,CS農家 7328時間, H農
家3550時間であり,飼料畑 1施当たりではBS農家273時

間,CS農家335時 間,H農家321時間となり,BS農 家で
少なくなる傾向力認 められた。 トラクタ稼動時間が多いの

は ,各農家とも刈取,反転 ,集草などの収穫作業や堆厩肥

の散布 ,ト ウモロコン

“

レージの調製作業であった。BS農

家におけるビッグベーラの年間使用時間1趨 33時間であるの

に対 し,コ ンパクトベーラの使用時間は18時間程度となっ

ており,CS農家における年間使用時間79時間と比較して,
BS農家ではコンパクトベーラが補助的な存在になってい

ると判断された。しかし,気象条件が良好な時や傾斜地で

はコンパクトベーラを,気象条件が不安定な時や平垣なほ

場ではビッグベーラを使用するなど気象条件やほ場条件に

合わせて使い分けており,今後,コ ンパクトベーラの更新

期を迎えた時点でコンパクト,ビ ノグベ~ラ の 2本立てで

いくのか,あるいはビッグベーラだけで飼料生産を行うこ

とになるのかはビッグベーラ導入農家自身でも結論を出し

かねているのが現状であった。

製品
"1の
作業時間は,表 2に示すようにCSの 1番草が

機当たり1027時間であったのに対 して ,ベールサイレー

ジ調製の場合,3Sの 1番草は633時間,2番草では495時
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間となっており,乾物 lι 当たりの作業時間でもCS(164
分)の半分程度であった。また,乾草調製についてもビッ
グベーラを利用することによって省力的に行われていた。

作業内容別にみると,Hに比 してBHではベールの収納

表 2 製品別作業時間

注 BH:ビ ッグベール乾草 その他は表 1に同じo

“

)サイレーンの発酵品質
サイレージの発酵品質は表 3に示した。平均水分は CS
544%,BS51 3%で ,両サイレージとも50%台であったが ,
変動幅はいずれも大きく30～ 70%の範囲であった。このこ

表 3 牧草サイレージの発酵品質

注 (1)CS,Bsは表 1と同じ。
12)Sは乾草調製主体農家がロードヮゴンを用いて
地 下式角形サイロで調製 した切断サイレージ。

表 4 牧草サイレージと乾草の飼料成分

注 . 区分は表 1,3に同じ。

4 ま  と  め

昭和58年以降 ,青森県内に急激に普及してきたビノグベ

ーラは全天候型の作業機械として乾草とサイレージの両者

に対応でき,作業能率も高いが ,現状では収納施設 ,ほ場

作業に時間を要していた。その理由としては,ビ ッグベー

ル乾草はD型ハウスに 3段積で収納しているが,2段積ま
での順調な作業に比べて 3段目の積み上げにやや時間を要

したことがあげられる。

とは ,気象条件を勘案しながら,天候の良い時は乾草に,
天候がくずれそうな時は,材料水分にこだわらずに梱包し
てサイレージに仕向けるといった全天候型の対応が行われ

ていることによるものである。有機酸組成から判断すると,

梱包の大イヽ こよるベ ールサイレージの発酵形態には差が認

められず,3S,CSと も同じ無細切サイレージとしての特
徴が認められた。サイレージの有機酸組成からみた評点は
0-ド ワゴン方式で調製された切断サイレージに比して低
くなっており,全般に劣質であった。

“

)サイレージ及び乾草の飼料成分
利用形態及び調製方法の差異による成分的な差は特に認

められなかった(表 4)。 乾草の水分含有率は全般に高く,

収納後の自然発火が懸念される状態であった。青森県では

昭和59年に乾草の自然発火による火災が 3件発生している
ことから,収納時の水分含有率に十分な注意が必要と思わ

れる。

(乾物中 %)

条件等の制約からコンパクトベーラとの併用も行われてお

り,過剰投資の傾向にある。また,ビ ッグベールサイレー

ジの品質が不安定なことか ら,品質向上対策やビッグベー
ル乾草の自然発火防止対策などが必要と考えられた。
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